
10

20

JP 7207698 B2 2023.1.18

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7207698号

(P7207698)
(24)登録日　令和5年1月10日(2023.1.10)(45)発行日　令和5年1月18日(2023.1.18)

(54)【発明の名称】　給食の製造方法

(51)国際特許分類
　   Ａ２３Ｌ 5/10 (2016.01)
　   Ａ２３Ｌ 3/10 (2006.01)
　   Ａ２３Ｌ 3/365(2006.01)
　   Ａ４７Ｊ 39/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ２３Ｌ 5/10 　　　Ａ 　　　
　Ａ２３Ｌ 5/10 　　　Ｆ 　　　
　Ａ２３Ｌ 3/10 　　　　 　　　
　Ａ２３Ｌ 3/365 　　　Ｚ 　　　
　Ａ４７Ｊ 39/02 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2018-187496(P2018-187496)
(22)出願日　 平成30年10月2日(2018.10.2)
(65)公開番号　 特開2020-54285(P2020-54285A)
(43)公開日　 令和2年4月9日(2020.4.9)

審査請求日　 令和3年9月17日(2021.9.17)

(73)特許権者　 513083060
株式会社万福
大阪府大阪市東住吉区杭全７－１－６

(74)代理人　 100119725
弁理士　辻本  希世士

(74)代理人　 100072213
弁理士　辻本  一義

(74)代理人　 100168790
弁理士　丸山  英之

(72)発明者　 鳩山  誠志
大阪府大阪市東住吉区杭全７丁目１番６ 
号  株式会社万福

審査官　 関根  崇

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 所 望 の 調 理 状 態 に 至 る 途 中 段 階 ま で 食 材 を 加 熱 調 理 す る 第 １ 工 程 と 、
　 前 記 食 材 を 弁 当 容 器 に 盛 付 す る 第 ２ 工 程 と 、
　 前 記 所 望 の 調 理 状 態 に 達 す る ま で 、 複 数 の 前 記 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ た 前 記 食 材 を 連 続 し  
て 加 熱 調 理 す る 第 ３ 工 程 と 、
　 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 制 可 能 な 保 管 用 温 度 に 前 記 食 材 を 加 熱 保 温 す る 第 ４ 工 程
と を 備 え 、
前 記 第 ３ 工 程 は 、 ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン を 使 用 し て 、 前 記 弁 当 容 器 の 蓋 が 開 い  
た 開 蓋 状 態 で 前 記 複 数 の 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ た 食 材 を 加 熱 調 理 す る こ と を 含 む 、 給 食 の 製  
造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 工 程 は 、 葉 野 菜 、 肉 、 麺 類 、 キ ノ コ 類 、 及 び 魚 介 類 の 煮 物 又 は 炒 め 物 か ら 形 成  
さ れ る 冷 凍 固 形 物 を 前 記 弁 当 容 器 に 盛 付 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 給 食 の 製 造 方  
法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 工 程 の 終 了 後 、 ３ ０ 分 以 内 に ２ ０ ℃ 以 下 と な る よ う に 、 前 記 食 材 を 冷 却 す る か  
、 又 は ６ ０ 分 以 内 に １ ０ ℃ 以 下 と な る よ う に 、 前 記 食 材 を 冷 却 す る 第 ５ 工 程 を 更 に 備 え る  
、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 給 食 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

請求項の数　3　（全10頁）
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 給 食 の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 に 、 衛 生 面 及 び 味 覚 面 の 両 方 に お い て 、 給 食 の 質  
を 向 上 で き る 給 食 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 給 食 の 製 造 方 法 に 関 し 、 特 許 文 献 １ に は 、 半 調 理 し た 食 品 を 電 子 レ ン ジ に よ っ て 再 加 熱  
し 、 食 品 を 最 終 的 な 調 理 状 態 ま で 調 理 す る 給 食 の 調 理 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 特 許 文 献 １  
に 記 載 の 方 法 に お い て は 、 再 加 熱 は 、 食 品 を 配 送 す る 際 に 、 食 品 が 配 送 先 に 到 着 す る 直 前  
に 完 了 す る よ う に 実 施 さ れ る 。 従 っ て 、 食 品 を 再 加 熱 し た 後 、 配 送 先 に 到 着 す る ま で の 間  
に 食 品 が 冷 め て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ０ １ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 方 法 に お い て は 、 食 品 が 配 送 先 に 到 着 す る 時 間 を 見  
計 ら っ て 再 加 熱 が 実 施 さ れ る 。 従 っ て 、 到 着 が 遅 れ て し ま う と 、 配 送 先 に 到 着 す る ま で の  
間 に 食 品 が 冷 め て し ま う こ と も 考 え ら れ る 。 ま た 、 到 着 が 遅 れ る こ と を 考 慮 し て 、 配 送 に  
出 発 す る 時 間 を 早 め に 設 定 す る と 、 時 間 通 り に 到 着 し た と き に 、 実 際 に 食 べ る ま で の 間 に  
食 品 が 冷 め て し ま う こ と も 考 え ら れ る 。 食 品 が 冷 め て し ま う と 、 更 に 再 加 熱 す る 必 要 が 生  
じ 、 繰 り 返 し 再 加 熱 す る こ と に よ っ て 、 食 品 の 味 が 低 下 す る 。 ま た 、 食 品 が 冷 め て し ま っ  
た 後 に 、 室 温 で 長 時 間 放 置 す る こ と は 、 衛 生 面 か ら も 好 ま し い こ と で は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 更 に 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 方 法 に お い て は 、 電 子 レ ン ジ を 使 用 し て 食 品 を 再 加 熱 す る こ  
と か ら 、 配 送 先 に 到 着 す る 直 前 に 再 加 熱 で き る 食 品 の 数 量 は 限 定 さ れ る 。 従 っ て 、 大 量 の  
給 食 を 配 送 す る と き 、 到 着 の 直 前 に 全 て の 食 品 を 再 加 熱 す る こ と は 、 技 術 的 に 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 衛 生 面 、 味 覚 面 の 両 方 に  
お い て 、 給 食 の 質 を 向 上 で き る と と も に 、 給 食 が 大 量 で あ っ て も 、 衛 生 面 、 味 覚 面 の 両 方  
に お い て 優 れ た 質 の 給 食 を 供 給 で き る 給 食 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 に 開 示 す る 給 食 の 製 造 方 法 は 、 第 １ 工 程 と 、 第 ２ 工 程 と 、 第 ３ 工 程 と 、 第 ４ 工 程 と  
を 備 え る 。 前 記 第 １ 工 程 は 、 所 望 の 調 理 状 態 に 至 る 途 中 段 階 ま で 食 材 を 加 熱 調 理 す る 工 程  
で あ る 。 前 記 第 ２ 工 程 は 、 前 記 食 材 を 弁 当 容 器 に 盛 付 す る 工 程 で あ る 。 前 記 第 ３ 工 程 は 、  
前 記 所 望 の 調 理 状 態 に 達 す る ま で 、 複 数 の 前 記 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ た 前 記 食 材 を 連 続 し て  
加 熱 調 理 す る 工 程 で あ る 。 前 記 第 ４ 工 程 は 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 制 可 能 な 保 管 用 温 度 に 前 記 食  
材 を 加 熱 保 温 す る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 願 に 開 示 す る 給 食 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 ２ 工 程 は 、 葉 野 菜 、 肉 、 麺 類 、 キ ノ コ  
類 、 及 び 魚 介 類 の 煮 物 又 は 炒 め 物 か ら 形 成 さ れ る 冷 凍 固 形 物 を 前 記 弁 当 容 器 に 盛 付 す る こ  
と を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 に 開 示 す る 給 食 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 第 ３ 工 程 は 、 ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ
ー ブ ン を 使 用 し て 、 前 記 弁 当 容 器 の 蓋 が 開 い た 開 蓋 状 態 で 前 記 複 数 の 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ  
た 食 材 を 加 熱 調 理 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 本 願 に 開 示 す る 給 食 の 製 造 方 法 は 、 第 ５ 工 程 を 更 に 備 え る 。 前 記 第 ５ 工 程 は 、 前 記 第 １  
工 程 の 終 了 後 、 ３ ０ 分 以 内 に ２ ０ ℃ 以 下 と な る よ う に 、 前 記 食 材 を 冷 却 す る か 、 又 は ６ ０  
分 以 内 に １ ０ ℃ 以 下 と な る よ う に 、 前 記 食 材 を 冷 却 す る 工 程 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 給 食 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 工 程 に お い て 、 所 望 の 調 理 状 態 に 至 る 途 中 段 階  
ま で 食 材 が 加 熱 調 理 さ れ 、 第 ２ 工 程 に お い て 、 食 材 が 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ 、 第 ３ 工 程 に お  
い て 、 所 望 の 調 理 状 態 に 達 す る ま で 、 複 数 の 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ た 食 材 が 連 続 し て 加 熱 調  
理 さ れ 、 第 ４ 工 程 に お い て 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 制 可 能 な 保 管 用 温 度 に 食 材 が 加 熱 保 温 さ れ る  
。 従 っ て 、 所 望 の 調 理 状 態 に 達 す る ま で 食 材 が 加 熱 調 理 さ れ た 後 、 実 際 に 食 べ る ま で の 時  
間 が 長 く な っ て も 、 更 に 食 材 を 再 加 熱 す る 必 要 が な く 、 加 熱 調 理 の 繰 り 返 し に よ っ て 食 材  
の 味 が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 冷 め た ま ま の 食 材 が 室 温 で 長 時 間 放 置 さ れ る こ  
と も 防 止 で き 、 衛 生 面 、 味 覚 面 の 両 方 に お い て 、 給 食 の 質 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 に お い て は 、 複 数 の 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ た 食 材 が 連 続 し て 加 熱 調 理 さ れ る  
。 複 数 の 弁 当 容 器 に 盛 付 さ れ た 食 材 が 、 バ ッ チ 式 に 一 度 に 加 熱 調 理 さ れ る 場 合 と 比 較 す る  
と 、 加 熱 機 内 部 に お け る 弁 当 容 器 の 配 置 に 起 因 し 、 食 材 の 加 熱 が 不 均 一 に な る こ と を 防 止  
で き 、 食 材 の 加 熱 不 足 、 及 び 食 材 の 加 熱 し 過 ぎ を 防 止 で き る 。 従 っ て 、 給 食 が 大 量 で あ っ  
て も 、 衛 生 面 、 味 覚 面 の 両 方 に お い て 給 食 の 質 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 加 熱 後 の 食 材 が 保 管 用 温 度 に 加 熱 保 温 さ れ る こ と か ら 、 大 量 の 給 食 を 製 造 す る と  
き 、 全 て の 食 材 を 一 度 に 加 熱 調 理 せ ず に 連 続 し て 、 つ ま り 順 次 に 加 熱 調 理 し て も 、 早 い 順  
番 に 加 熱 調 理 さ れ た 食 材 が 冷 め る こ と を 防 止 で き 、 加 熱 調 理 の 繰 り 返 し に よ っ て 食 材 の 味  
が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 早 い 順 番 に 加 熱 調 理 さ れ た 食 材 が 室 温 で 長 時 間 放 置  
さ れ る こ と も 防 止 で き る 。 以 上 の と お り 、 本 発 明 に よ れ ば 、 給 食 が 大 量 で あ っ て も 、 衛 生  
面 、 味 覚 面 の 両 方 に お い て 優 れ た 質 の 給 食 を 供 給 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 給 食 の 製 造 方 法 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 製 造 途 中 の 第 １ 状 態 に お け る 給 食 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 （ ｂ ） は 、 製  
造 途 中 の 第 ２ 状 態 に お け る 給 食 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 配 送 車 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ ａ ） は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 配 送 台 車 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 （ ｂ ） は 、 本  
発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ト レ イ を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 給 食 の 製 造 方 法 に 関 す る 実 施 の 形 態 に つ い て 、 添 付 の 図 面 に 基 づ い  
て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 説 明 す る 各 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を 実 施 す る に 好 ま し い 具  
体 例 で あ る か ら 、 技 術 的 に 種 々 の 限 定 が な さ れ て い る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の 説 明 に お い て  
特 に 発 明 を 限 定 す る 旨 が 明 記 さ れ て い な い 限 り 、 こ の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
［ 基 本 原 理 ］
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 基 本 原 理 を 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 給 食  
の 製 造 方 法 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 に 係 る 給 食 の 製 造 方 法 は 、  
第 １ 工 程 Ｓ １ と 、 第 ２ 工 程 Ｓ ２ と 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ と 、 第 ４ 工 程 Ｓ ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 工 程 Ｓ １ は 、 所 望 の 調 理 状 態 に 至 る 途 中 段 階 ま で 食 材 Ｆ を 加 熱 調 理 す る 工 程 で あ る
。 食 材 Ｆ と は 、 調 理 の 際 に 加 熱 を 要 す る 食 材 で あ る 。 実 施 形 態 に お い て は 、 食 材 Ｆ は 、 副  
食 と な る 食 材 で あ る 。 「 所 望 の 調 理 状 態 」 と は 、 例 え ば 、 食 材 Ｆ の 調 理 を 管 理 す る 管 理 者  
に よ っ て 目 標 と さ れ る 調 理 状 態 で あ る 。 一 般 に 、 管 理 者 は 、 食 べ る の に 最 適 な 調 理 状 態 を  
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目 標 と し て 食 材 Ｆ を 加 熱 す る 。 従 っ て 、 所 望 の 調 理 状 態 の 一 例 と し て 、 食 べ る の に 最 適 な  
調 理 状 態 を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ２ 工 程 Ｓ ２ は 、 食 材 Ｆ を 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 す る 工 程 で あ る 。 第 ３ 工 程 Ｓ ３ は 、 所 望  
の 調 理 状 態 に 達 す る ま で 、 複 数 の 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 食 材 Ｆ を 連 続 し て 加 熱 調 理 す  
る 工 程 で あ る 。 第 ４ 工 程 Ｓ ４ は 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 制 可 能 な 保 管 用 温 度 Ｔ １ に 食 材 Ｆ を 加 熱  
保 温 す る 工 程 で あ る 。 「 雑 菌 」 の 例 と し て は 、 サ ル モ ネ ラ 、 腸 管 出 血 性 大 腸 菌 、 腸 炎 ビ ブ  
リ オ な ど の 食 中 毒 菌 を 挙 げ る こ と が で き る 。 保 管 用 温 度 Ｔ １ は 、 実 施 形 態 に お い て は 、 ６  
５ ℃ 以 上 の 温 度 で あ る 。 な お 、 好 ま し く は 、 保 管 用 温 度 Ｔ １ は 、 ６ ５ ℃ 以 上 、 ７ ５ ℃ 以 下  
の 温 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 実 施 形 態 に 係 る 給 食 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 １  
工 程 Ｓ １ に お い て 、 所 望 の 調 理 状 態 に 至 る 途 中 段 階 ま で 食 材 Ｆ が 加 熱 調 理 さ れ 、 第 ２ 工 程  
Ｓ ２ に お い て 、 食 材 Ｆ が 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ に お い て 、 所 望 の 調 理 状  
態 に 達 す る ま で 、 複 数 の 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 食 材 Ｆ が 連 続 し て 加 熱 調 理 さ れ 、 第 ４  
工 程 Ｓ ４ に お い て 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 制 可 能 な 保 管 用 温 度 Ｔ １ に 食 材 Ｆ が 加 熱 保 温 さ れ る 。  
従 っ て 、 所 望 の 調 理 状 態 に 達 す る ま で 食 材 Ｆ が 加 熱 さ れ た 後 、 実 際 に 食 べ る ま で の 時 間 が  
長 く な っ て も 、 更 に 食 材 Ｆ を 再 加 熱 す る 必 要 は な く 、 加 熱 の 繰 り 返 し に よ っ て 食 材 Ｆ の 味  
が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 冷 め た ま ま の 食 材 Ｆ が 室 温 で 長 時 間 放 置 さ れ る こ と  
も 防 止 で き 、 衛 生 面 、 味 覚 面 の 両 方 に お い て 、 給 食 の 質 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 更 に 、 実 施 形 態 に お い て は 、 複 数 の 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 食 材 Ｆ が 連 続 し て 加 熱 調  
理 さ れ る 。 複 数 の 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 食 材 Ｆ が 、 バ ッ チ 式 に 加 熱 調 理 さ れ る 場 合 と  
比 較 す る と 、 加 熱 機 内 部 に お け る 弁 当 容 器 １ ０ の 配 置 に 起 因 し 、 食 材 Ｆ の 加 熱 が 不 均 一 に  
な る こ と を 防 止 で き る 。 従 っ て 、 食 材 Ｆ の 加 熱 不 足 、 及 び 食 材 Ｆ の 加 熱 し 過 ぎ を 防 止 で き  
、 給 食 が 大 量 で あ っ て も 、 衛 生 面 、 味 覚 面 の 両 方 に お い て 、 給 食 の 質 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 加 熱 後 の 食 材 Ｆ が 保 管 用 温 度 Ｔ １ に 加 熱 保 温 さ れ る こ と か ら 、 大 量 の 給 食 を 製 造  
す る と き 、 全 て の 食 材 Ｆ を 一 度 に 加 熱 調 理 せ ず 連 続 し て 、 つ ま り 順 次 に 加 熱 調 理 し て も 、  
早 い 順 番 に 加 熱 調 理 さ れ た 食 材 Ｆ が 冷 め る こ と を 防 止 で き 、 加 熱 調 理 の 繰 り 返 し に よ っ て  
食 材 Ｆ の 味 が 低 下 す る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 、 早 い 順 番 に 加 熱 調 理 さ れ た 食 材 Ｆ が 室 温  
で 長 時 間 放 置 さ れ る こ と も 防 止 で き る 。 以 上 の と お り 、 給 食 が 大 量 で あ っ て も 、 衛 生 面 、  
味 覚 面 の 両 方 に お い て 優 れ た 質 の 給 食 を 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 第 １ 工 程 Ｓ １ ］
　 次 に 、 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 、 第 １ 工 程 Ｓ １ を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。 実 施 形 態 に お い て  
は 、 第 １ 工 程 Ｓ １ ～ 第 ４ 工 程 Ｓ ４ は 、 二 日 間 に わ た っ て 行 わ れ る 。 以 下 、 当 該 二 日 間 の １  
日 目 を 前 日 、 ２ 日 目 を 当 日 と 称 す る 。 「 当 日 」 と は 、 給 食 を 配 送 す る 当 日 で あ り 、 「 前 日  
」 と は 、 当 該 当 日 の 前 日 で あ る 。 前 日 に は 、 第 １ 工 程 Ｓ １ 、 第 ２ 工 程 Ｓ ２ が 行 わ れ 、 当 日  
に は 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ 、 第 ４ 工 程 Ｓ ４ が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 実 施 形 態 に お い て は 、 第 ２ 工  
程 Ｓ ２ は 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ が 行 わ れ る 日 の 前 日 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 工 程 Ｓ １ に お い て は 、 例 え ば 、 蒸 し 物 、 焼 き 物 、 炒 め 物 、 煮 物 が 、 食 材 Ｆ と し て 、  
所 望 の 調 理 状 態 に 至 る 途 中 段 階 ま で 加 熱 調 理 さ れ る 。 な お 、 第 １ 工 程 Ｓ １ の 前 に 、 仕 込 工  
程 Ｓ １ １ を 実 施 す る こ と が で き る 。 仕 込 工 程 Ｓ １ １ に お い て は 、 必 要 に 応 じ て 食 材 Ｆ の 下  
ご し ら え を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 「 蒸 し 物 」 の 例 と し て は 、 シ ュ ウ マ イ 、 豚 の 蒸 篭 蒸 し 、 を 挙 げ る こ と が で き る 。 「 焼 き  
物 」 の 例 と し て は 、 焼 魚 、 ハ ン バ ー グ 、 鶏 照 り 焼 き 、 焼 肉 、 を 挙 げ る こ と が で き る 。 「 煮  
物 」 の 例 と し て は 、 ほ う れ ん 草 煮 浸 し 等 の 葉 野 菜 煮 物 、 お で ん 、 根 菜 煮 物 、 サ バ の 煮 付 、  
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カ レ ー 、 パ ス タ を 挙 げ る こ と が で き る 。 「 炒 め 物 」 の 例 と し て は 、 チ ン ゲ ン 菜 中 華 炒 め 、  
チ ャ ー ハ ン を 挙 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 「 途 中 段 階 」 の 例 と し て 、 例 え ば 「 鶏 照 り 焼 き 」 で あ れ ば 、 鶏 肉 の 表 面 に 焦 げ 目 は 付 い  
て い る が 中 心 ま で 火 が 通 っ て い な い 状 態 が 途 中 段 階 で あ る 。 「 お で ん 」 で あ れ ば 、 具 が 、  
あ る 程 度 ま で 柔 ら か く な っ て い る 状 態 が 途 中 段 階 で あ る 。 「 葉 野 菜 煮 物 」 で あ れ ば 、 葉 野  
菜 が 嵩 張 ら な い 程 度 に 柔 ら か く な っ て い る 状 態 が 途 中 段 階 で あ る 。 葉 野 菜 が 嵩 張 ら な い 程  
度 に 柔 ら か く な っ た も の を キ ュ ー ブ 状 に 整 形 し 、 冷 凍 す る こ と に よ っ て 、 葉 野 菜 煮 物 の 冷  
凍 固 形 物 を 作 成 す る こ と が で き る 。 当 該 冷 凍 固 形 物 は 、 途 中 段 階 ま で 加 熱 調 理 さ れ た 食 材  
Ｆ の 一 例 で あ る 。 以 下 、 当 該 冷 凍 固 形 物 を 「 野 菜 キ ュ ー ブ 」 と 称 す る 。 同 様 に 、 肉 、 パ ス  
タ 等 の 麺 類 、 キ ノ コ 類 、 及 び 魚 介 類 の 煮 物 又 は 炒 め 物 か ら 形 成 さ れ る 冷 凍 固 形 物 も 、 途 中  
段 階 ま で 加 熱 調 理 さ れ た 食 材 Ｆ の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
［ 米 飯 Ｒ ］
　 図 １ に 示 す よ う に 、 米 飯 Ｒ は 、 第 １ 工 程 Ｓ １ と は 別 の 炊 飯 工 程 Ｓ １ ２ に お い て 、 所 望 の  
調 理 状 態 に 達 す る ま で 炊 飯 さ れ る 。 炊 飯 工 程 Ｓ １ ２ に お い て 炊 飯 さ れ た 米 飯 Ｒ は 、 第 ７ 工  
程 Ｓ ７ に お い て 、 弁 当 容 器 １ ０ と は 別 の 米 飯 容 器 に 盛 付 さ れ る 。 な お 、 炊 飯 工 程 Ｓ １ ２ に  
お い て は 、 主 原 料 で あ る 米 に 例 え ば 雑 穀 、 麦 を 混 合 し 、 炊 飯 す る こ と も で き る 。 炊 飯 工 程  
Ｓ １ ２ は 、 当 日 に 行 う こ と も 、 前 日 に 行 う こ と も で き る 。 し か し な が ら 、 炊 飯 工 程 Ｓ １ ２  
は 、 当 日 に 行 う 方 が 、 特 に 味 覚 面 に お い て 給 食 の 質 を 向 上 で き る た め に 好 ま し い 。 ま た 、  
第 ７ 工 程 Ｓ ７ は 、 当 日 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 冷 副 食 Ｇ ］
　 ス パ ゲ ッ テ ィ サ ラ ダ 、 コ ー ル ス ロ ー 、 浅 漬 け 、 フ ル ー ツ な ど の 冷 副 食 Ｇ は 、 仕 込 工 程 Ｓ  
１ ４ と 調 理 工 程 Ｓ １ ５ と に よ っ て 作 成 さ れ 、 第 ８ 工 程 Ｓ ８ に お い て 、 冷 菜 容 器 に 盛 付 さ れ  
る 。 冷 副 食 Ｇ は 、 盛 付 さ れ る ま で の 間 、 冷 蔵 保 存 さ れ る 。 仕 込 工 程 Ｓ １ ４ 、 調 理 工 程 Ｓ １  
５ は 、 前 日 に 行 う こ と も 、 当 日 に 行 う こ と も で き る 。 し か し な が ら 、 仕 込 工 程 Ｓ １ ４ 、 調  
理 工 程 Ｓ １ ５ は 、 労 務 管 理 の 面 で は 、 前 日 に 行 う 方 が 好 ま し い 。 ま た 、 第 ８ 工 程 Ｓ ８ は 、  
当 日 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ 第 ２ 工 程 Ｓ ２ ］
　 次 に 、 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 、 第 ２ 工 程 Ｓ ２ を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。 図 ２ （ ａ ） は 、 製  
造 途 中 の 第 １ 状 態 に お け る 給 食 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ２ （ ｂ ） は 、 製 造 途 中 の 第 ２ 状 態  
に お け る 給 食 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 第 ２ 工 程 Ｓ ２ に お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、  
食 材 Ｆ が 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ る 。 す な わ ち 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 第 １ 状 態 に お い て は 、  
途 中 段 階 ま で 加 熱 調 理 さ れ た 食 材 Ｆ で あ る 、 パ ス タ １ １ 、 シ ュ ウ マ イ １ ２ 、 野 菜 キ ュ ー ブ  
１ ３ 、 根 菜 煮 物 １ ４ 等 の 食 材 Ｆ が 、 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ２ （ ａ ） に  
お い て は 、 漬 物 １ ５ も 、 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ２ 工 程 Ｓ ２ に お け る 食 材 Ｆ の 盛 付 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 作 業 レ ー ン ２ １ に お い て 行  
う こ と が で き る 。 作 業 レ ー ン ２ １ は 、 後 述 の ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン ２ ０ の 上 流  
側 領 域 ２ １ ａ と 下 流 側 領 域 ２ １ ｂ と に 区 分 し て 設 け る こ と も 、 単 一 の レ ー ン と し て 、 ス チ  
ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン ２ ０ と は 独 立 に 設 け る こ と も で き る 。 作 業 レ ー ン ２ １ を 上 流  
側 領 域 ２ １ ａ と 下 流 側 領 域 ２ １ ｂ と に 区 分 し た と き 、 第 ２ 工 程 Ｓ ２ は 、 上 流 側 領 域 ２ １ ａ  
に お い て 行 う こ と が で き る 。 な お 、 作 業 レ ー ン ２ １ を 上 流 側 領 域 ２ １ ａ と 下 流 側 領 域 ２ １  
ｂ と に 区 分 し た と き と 、 単 一 の レ ー ン と し て 設 け た と き の い ず れ の 場 合 に お い て も 、 第 ２  
工 程 Ｓ ２ に お い て は 、 弁 当 容 器 １ ０ に １ つ の 食 材 Ｆ が 盛 付 さ れ 、 １ つ の 食 材 Ｆ が 盛 付 さ れ
る と 、 当 該 弁 当 容 器 １ ０ が 下 流 側 に 送 ら れ 、 次 の 食 材 Ｆ が 盛 付 さ れ る 、 と い っ た 手 順 で 作  
業 が 進 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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［ 第 ５ 工 程 Ｓ ５ ］
　 第 １ 工 程 Ｓ １ の 終 了 後 、 速 や か に 、 第 ５ 工 程 Ｓ ５ を 行 う こ と が で き る 。 第 ５ 工 程 Ｓ ５ は  
、 第 １ 工 程 Ｓ １ の 終 了 後 、 ３ ０ 分 以 内 に ２ ０ ℃ 以 下 と な る よ う に 、 食 材 Ｆ を 冷 却 す る か 、  
又 は ６ ０ 分 以 内 に １ ０ ℃ 以 下 と な る よ う に 、 食 材 Ｆ を 冷 却 す る 工 程 で あ る 。 第 ５ 工 程 Ｓ ５  
に は 、 真 空 冷 却 機 及 び ブ ラ ス ト チ ラ ー 等 の 冷 却 器 を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
［ 第 ３ 工 程 Ｓ ３ ］
　 次 に 、 図 １ 、 図 ２ を 参 照 し て 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。 第 ３ 工 程 Ｓ ３ に お  
い て は 、 所 望 の 調 理 状 態 に 達 す る ま で 、 複 数 の 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 食 材 Ｆ が 連 続 し  
て 加 熱 調 理 さ れ る 。 実 施 形 態 に お い て は 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ に お け る 食 材 Ｆ の 加 熱 調 理 に は 、  
ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン ２ ０ が 使 用 さ れ る 。 複 数 の 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 食  
材 Ｆ は 、 蓋 を し な い 状 態 で 、 つ ま り 弁 当 容 器 １ ０ の 蓋 が 開 い た 開 蓋 状 態 で 、 ス チ ー ム コ ン  
ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン ２ ０ に よ っ て 、 連 続 し て 加 熱 調 理 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ に  
お い て は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 食 材 Ｆ が ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン ２ ０ に よ っ て 加 熱  
調 理 さ れ る 。 そ の 結 果 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 野 菜 キ ュ ー ブ １ ３ は 解 凍 さ れ 、 葉 野 菜  
煮 物 １ ６ が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
［ 揚 物 工 程 Ｓ １ ３ ］
　 第 ３ 工 程 Ｓ ３ と 並 行 し て 、 揚 物 工 程 Ｓ １ ３ を 行 う こ と が で き る 。 揚 物 工 程 Ｓ １ ３ に お い  
て は 、 フ ラ イ ヤ ３ ０ を 使 用 し て 揚 物 Ｐ が 作 成 さ れ る 。 揚 物 Ｐ の 例 と し て は 、 エ ビ フ ラ イ 、  
鳥 の 唐 揚 を 挙 げ る こ と が で き る 。 揚 物 工 程 Ｓ １ ３ に お い て 作 成 さ れ た 揚 物 Ｐ は 、 図 １ に 示  
す 第 ６ 工 程 Ｓ ６ に お い て 、 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ る 。 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 第 ２ 状 態 は 、 第  
６ 工 程 Ｓ ６ の 結 果 、 揚 物 Ｐ と し て の エ ビ フ ラ イ １ ７ が 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 状 態 で あ  
る 。 ま た 、 第 ６ 工 程 Ｓ ６ は 、 作 業 レ ー ン ２ １ の 下 流 側 領 域 ２ １ ｂ に お い て 行 う こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 第 ４ 工 程 Ｓ ４ ］
　 次 に 、 図 １ 、 図 ３ 、 図 ４ を 参 照 し て 、 第 ４ 工 程 Ｓ ４ を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本  
発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 配 送 車 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係  
る 配 送 台 車 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 ４ （ ｂ ） は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ト レ イ を 示 す 概  
略 図 で あ る 。 第 ４ 工 程 Ｓ ４ に お い て は 、 雑 菌 の 繁 殖 を 抑 制 可 能 な 保 管 用 温 度 Ｔ １ に 食 材 Ｆ  
が 加 熱 保 温 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 保 管 用 温 度 Ｔ １ は 、 上 述 し た と お り 、 実 施 形 態 に お い て は 、 ６ ５ ℃ 以 上 で あ る 。 保 管 用  
温 度 Ｔ １ が ６ ５ ℃ 以 上 で あ る こ と に よ っ て 、 雑 菌 の 繁 殖 を 効 果 的 に 抑 制 で き 、 衛 生 面 に お  
い て 給 食 の 質 を 効 果 的 に 向 上 で き る 。 ま た 、 保 管 用 温 度 Ｔ １ が ６ ５ ℃ 以 上 で あ る こ と に よ  
っ て 、 電 子 レ ン ジ 等 で 再 加 熱 す る こ と な く 、 食 材 Ｆ を 温 か い 状 態 で 食 べ る こ と が で き る 。  
更 に 、 保 管 用 温 度 Ｔ １ は 、 好 ま し く は ７ ５ ℃ 以 下 で あ る 。 保 管 用 温 度 Ｔ １ が ７ ５ ℃ 以 下 で  
あ る こ と に よ っ て 、 食 材 Ｆ の 調 理 状 態 が 、 加 熱 の し 過 ぎ に よ っ て 、 所 望 の 調 理 状 態 か ら 逸  
脱 す る こ と を 防 止 で き 、 味 覚 面 に お い て 給 食 の 質 を 効 果 的 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 形 態 に お い て は 、 食 材 Ｆ と 揚 物 Ｐ と が 盛 付 さ れ た 弁 当 容 器 １ ０ は 、 保 温 庫 ４ ０ に 保  
管 さ れ る 。 保 温 庫 ４ ０ は 、 図 示 し な い ヒ ー タ ー を 備 え て お り 、 食 材 Ｆ と 揚 物 Ｐ と を 保 管 用  
温 度 Ｔ １ に 加 熱 保 温 す る 。 ま た 、 保 温 庫 ４ ０ に は 、 米 飯 Ｒ が 盛 付 さ れ た 米 飯 容 器 も 保 管 さ  
れ る 。 保 温 庫 ４ ０ に 保 管 さ れ た 弁 当 容 器 １ ０ と 米 飯 容 器 と は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 配 送 車  
５ ０ に 積 載 さ れ 、 配 送 先 ま で 運 搬 さ れ る 。 ま た 、 冷 菜 容 器 に 盛 付 さ れ た 冷 副 食 Ｇ は 、 ト レ  
イ ７ ０ に 収 容 さ れ 、 配 送 車 ５ ０ に 積 載 さ れ 、 配 送 先 ま で 運 搬 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 配 送 先 ま で 運 搬 さ れ た 保 温 庫 ４ ０ と ト レ イ ７ ０ と は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 配 送 台  
車 ６ ０ に 載 せ ら れ 、 所 定 の 設 置 ス ペ ー ス ま で 運 搬 さ れ る 。 配 送 台 車 ６ ０ は 、 台 座 ６ １ に 、  



10

20

30

40

50

JP 7207698 B2 2023.1.18(7)

ハ ン ド ル ６ ２ が 着 脱 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 配 送 担 当 者 は 、 配 送 台 車 ６ ０ を 設 置 ス ペ ー ス  
ま で 移 動 さ せ 、 ハ ン ド ル ６ ２ を 台 座 ６ １ か ら 取 り 外 し 、 当 該 設 置 ス ペ ー ス に 台 座 ６ １ を 設  
置 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ト レ イ ７ ０ は 、 冷 菜 容 器 ７ １ 、 ビ ニ ー ル 袋 ７ ２ 、 イ ン ス タ ン  
ト 味 噌 汁 ７ ３ 、 カ ッ プ ７ ４ 、 割 り 箸 ７ ５ を 収 容 し て い る 。 給 食 の 利 用 者 は 、 保 温 庫 ４ ０ か  
ら 弁 当 容 器 １ ０ と 米 飯 容 器 と を 取 出 し 、 必 要 に 応 じ て 、 ト レ イ ７ ０ か ら 、 冷 菜 容 器 ７ １ 、  
ビ ニ ー ル 袋 ７ ２ 、 イ ン ス タ ン ト 味 噌 汁 ７ ３ 、 カ ッ プ ７ ４ 、 割 り 箸 ７ ５ を 取 出 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 、 図 ２ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 実 施 形 態 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 ２ 工 程 Ｓ ２ が  
、 葉 野 菜 煮 物 １ ６ の 冷 凍 固 形 物 で あ る 野 菜 キ ュ ー ブ １ ３ を 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 す る こ と を  
含 む 。 葉 野 菜 煮 物 １ ６ を 野 菜 キ ュ ー ブ １ ３ と し て 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 す る こ と に よ っ て 、  
一 定 量 の 葉 野 菜 煮 物 １ ６ を 弁 当 容 器 １ ０ に 容 易 に 盛 付 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 一 定  
量 の 葉 野 菜 煮 物 １ ６ を 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 す る 際 に は 、 主 に 目 分 量 に 頼 っ て 盛 付 す る こ と  
と な り 、 熟 練 者 で な け れ ば 、 一 定 量 の 葉 野 菜 煮 物 １ ６ を 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 り 付 け る こ と は  
困 難 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 野 菜 キ ュ ー ブ １ ３ と し て 葉 野 菜 煮 物 １ ６ を 盛 付 す る と き 、 個  
数 を 基 準 に 葉 野 菜 煮 物 １ ６ を 盛 り 付 け る こ と が で き 、 熟 練 者 で な く と も 、 一 定 量 の 葉 野 菜  
煮 物 １ ６ を 容 易 に 盛 付 で き る 。 そ の 結 果 、 盛 付 作 業 の 機 械 化 も 容 易 と な り 、 製 造 コ ス ト の  
削 減 も 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 葉 野 菜 煮 物 １ ６ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 葉 野 菜 の 炒 め 物 、 肉 の 煮 物 又 は 炒 め 物 、 パ ス  
タ 等 の 麺 類 の 煮 物 又 は 炒 め 物 、 キ ノ コ 類 の 煮 物 又 は 炒 め 物 、 魚 介 類 の 煮 物 、 又 は 海 鮮 ソ テ  
ー 等 の 魚 介 類 の 炒 め 物 を 冷 凍 固 形 物 に 加 工 し 、 そ れ ら の 冷 凍 固 形 物 を 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付  
す る こ と も 好 ま し い 。 そ れ ら の 冷 凍 固 形 物 を 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 す る こ と に よ っ て 、 量 で  
は な く 個 数 を 基 準 に 盛 付 す る こ と が で き 、 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 実 施 形 態 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ が  
、 ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン ２ ０ を 使 用 し て 、 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 さ れ た 食 材 Ｆ を  
加 熱 す る こ と を 含 む 。 ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン ２ ０ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 蒸  
し 物 、 焼 き 物 、 煮 物 、 炒 め 物 と い っ た 、 様 々 な 種 類 の 食 材 Ｆ を 味 よ く 加 熱 調 理 で き る 。 ま  
た 、 大 量 の 食 材 Ｆ を バ ッ チ 式 に 加 熱 調 理 す る と き 、 加 熱 機 内 部 の 位 置 に よ っ て 加 熱 に む ら  
が 生 じ る 。 一 方 、 食 材 Ｆ を 連 続 式 に 加 熱 調 理 す る と き 、 全 て の 食 材 Ｆ を 同 一 の 条 件 で 加 熱  
す る こ と が で き 、 大 量 の 食 材 Ｆ を 均 一 に 加 熱 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 加 熱 不 足 と 加 熱  
し 過 ぎ を 防 止 で き 、 給 食 が 大 量 で あ っ て も 、 味 覚 面 、 衛 生 面 の 両 方 に お い て 優 れ た 質 の 給  
食 を 供 給 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 実 施 形 態 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 工 程 Ｓ １ の  
終 了 後 、 速 や か に 第 ５ 工 程 Ｓ ５ が 実 施 さ れ る 。 す な わ ち 、 第 １ 工 程 Ｓ １ の 終 了 後 、 ３ ０ 分  
以 内 に ２ ０ ℃ 以 下 と な る よ う に 、 食 材 Ｆ を 冷 却 す る か 、 又 は ６ ０ 分 以 内 に １ ０ ℃ 以 下 と な  
る よ う に 、 食 材 Ｆ を 冷 却 す る こ と が 行 わ れ る 。 第 １ 工 程 Ｓ １ の 終 了 後 、 食 材 Ｆ を 速 や か に  
冷 却 す る こ と に よ っ て 、 雑 菌 が 繁 殖 し や す い 温 度 領 域 で あ る ２ ０ ～ ６ ０ ℃ の 温 度 領 域 に お  
い て 、 食 材 Ｆ が 長 時 間 放 置 さ れ る こ と を 防 止 で き 、 衛 生 面 に お い て 、 給 食 の 質 を 効 果 的 に  
向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 特 に 煮 物 に お い て は 、 所 望 の 調 理 状 態 に 至 る 途 中 段 階 ま で 食 材 Ｆ を 加 熱 調 理 し た  
後 に 急 速 に 冷 却 す る こ と に よ っ て 、 食 材 Ｆ に 調 味 料 を 良 好 に 浸 み 込 ま せ る こ と が で き 、 味  
覚 面 に お い て 給 食 の 質 を 向 上 で き る 。 ま た 、 よ り 少 な い 量 の 調 味 料 で 十 分 に 味 付 け で き る
こ と か ら 、 調 味 料 の 使 用 量 を 低 減 す る こ と が で き 、 製 造 コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 １ を 参 照 し て 説 明 し た よ う に 、 実 施 形 態 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 第 ３ 工 程 Ｓ ３ に  
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お い て 食 材 Ｆ が 再 加 熱 さ れ る こ と か ら 、 食 材 Ｆ を 弁 当 容 器 １ ０ に 盛 付 す る 第 ２ 工 程 Ｓ ２ を  
前 日 に 行 う こ と が で き る 。 食 材 Ｆ の 盛 付 が 前 日 に 行 え る こ と か ら 、 盛 付 の た め の 作 業 員 を  
確 保 す る こ と が 容 易 に な り 、 人 手 不 足 が 深 刻 で あ る 現 状 に お い て 、 人 手 不 足 の 克 服 に 資 す  
る 具 体 的 な 方 策 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 、 図 面 （ 図 １ ～ 図 ４ ） を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 し た 。 但 し 、 本 発 明  
は 、 上 記 の 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 態 様 に  
お い て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
Ｆ … 食 材
Ｓ １ … 第 １ 工 程
Ｓ ２ … 第 ２ 工 程
Ｓ ３ … 第 ３ 工 程
Ｓ ４ … 第 ４ 工 程
Ｓ ５ … 第 ５ 工 程
Ｔ １ … 保 管 用 温 度
１ ０ … 弁 当 容 器
１ ３ … 野 菜 キ ュ ー ブ （ 冷 凍 固 形 物 ）
２ ０ … ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン



10

20

30

40

50

JP 7207698 B2 2023.1.18(9)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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